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令和4年12月定例会

6月3月 12月

未来のために考えよう、みんなも一緒に

議会たけとよ
9月

横山 範一さん横山範一さん

みんな集まれ！
わいわい子ども広場
in 大足

議会にタブレットが
やって来た！

12月

特集02

インタビュー

武豊とわたし06

ぼくの友達
　大好きなワニくん
ぼくの友達
　大好きなワニくん

うれしい受賞！ 　中島さん親子



紙の削減
印刷する書類の削減が

できました！

ゼロカーボンシティへの

第一歩です。

情報共有
画像や書類の情報共有が

素早く行えるので、会議

中に役立っています。

円滑な連絡
チャットのアプリを導入

したことで、事務連絡が

簡単に行えるようになり

ました。

業務の改善
タブレット１台に複数の

書類が入るので、かさば

ることなく会議に臨めま

す。

議会にタブレットがやって来た！

こんなことができ
ます！

はじめまして！！
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▶導入まで
円滑な議会運営を目指し、議会ＩＣＴ化プロジェクト委

員会を設置し、使用するアプリケーションの検討や使用

基準の作成などを行いました。また、納入後、すぐに使

用できるようにタブレットの基本操作の研修を行いまし

た。令和４年９月にタブレット30台が納入され、それぞ

れが持ち帰ることができるようになりました。

▶いざ、議場へ
９月の定例会で試験的にタブレットと共に議場へ入りま

した。初の試みでしたので、それぞれが負担のない方法

で使用しました。タブレットと紙を併用する議員から、

２画面にして複数の資料を見たり、付属のペンシルを使

いメモを書き込む議員まで、スキルに差はありますが、

前向きに使用する姿がみられました。

▶議会閉会中にも活用
議会開催中以外にもアプリケーションを使用して、連絡やスケジ

ュールの共有、日程調整なども可能となりました。災害時に議会

運営がスムーズに行われるように、議員間の安否確認の模擬体験

を実施しました。また、議会だより特別委員会ではレイ

アウト案や取材内容の共有、スケジュールの確認など、

積極的に活用しています。タブレット活用によって、資

料印刷はほぼなくなりました。

▶さらなるＩＣＴ化を目指して
12月議会ではＺｏｏｍ（Ｗｅｂ会議）機能を活用し、委員

会の様子を自宅や職場からの体験視聴を行いました。初

めてＺｏｏｍを使用する議員もいましたが「便利だ」と

いう声もあり好評でした。今後もより効率的な議会運営

につながる使用について調査研究を進めていきます。

▲タブレット操作研修の様子

▲本会議でタブレットを使用！

▲Zoom練習の様子
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会　派　名 みらい きずな 政和クラブ
日本共産
党議員団

公明党
議員団

無会
派

令和４年
第４回定例会

久
野　
　

勇

櫻
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雅
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福
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貴
久

森
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弘

青
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賢
治
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治
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甲
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本
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強

採
決
結
果

議案第 51 号
武豊町議会の議員報酬、費用弁償及び期
末手当に関する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○×× ○ ○ ○ 可

議案第 52 号
武豊町長、副町長の給与に関する条例の
一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× ○ ○ ○ 可

議案第 53 号
武豊町教育委員会の給与、勤務時間その
他の勤務条件及び職務専念義務の特例に
関する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○×× ○ ○ ○ 可

　○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

2　無くそう！交通死亡事故！！

町内で起きた夜間の事故を受け、交通安全施設

整備として道路照明設置や道路区画線工事を施

行することとしました。

200 万円

令和4年  第4回  定例会
12月2日（金）～19日（月）

採決結果で意見が分かれた議案

議員討論

全文掲載

安全を照らし出す街路灯

1　燃料費高騰受け、光熱水費補正

役場庁舎、学校、保育園、関連施設などにおける燃

料費の高騰が続いています。それを受け、全施設に

おいて、光熱水費の増額補正が必要になりました。

5574 万 1 千円

他の議案の採決結果

議案第 51・52・53 号に対する反対討論

議員の期末手当については報酬審議会の答申を受けるべきである。

議員の報酬は生活給ではない。

町長、副町長、教育長の給与は生活給ではあるが、一般職員に比べ相当高い水準にある

ことから、期末手当を引き上げるのではなく据え置くのが妥当である。
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2　子育て世帯に町、県から給付金

3　非課税世帯に国から 5 万円

町と県から子育て世帯へそれぞれ 1人 1万円が

給付されました。

町子育て世帯応援臨時給付金：5685 万円

県子育て世帯臨時特別給付金：5685 万円

電力・ガス・食料品の価格高騰に伴い、住民税

非課税世帯や同様の 3 1 5 0 世帯の方に対し、

１世帯当たり５万円を給付しました。

1 億 5750 万円

令和4年  第4回  臨時会
10月21日（金）

～臨時会ってなに？～

年に 4 回 (3、6、9、12 月 ) 開かれる定例

会とは別に、必要に応じて開かれる議会

を「臨時会」といいます。

1　小・中学校　給食費 3 か月無償

家計の負担軽減するために、小・中学校で

３か月間無償としました。

　小学校：令和４年 11 月～令和５年１月

　中学校：令和４年 10 月～ 12 月

4960 万 6 千円

採決結果は全員賛成で可決されました

イメージ写真です

議案の採決結果

12月定例会を待た
ずに開催

町民の生活支援を審議
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これまでの社会活動は。—————————
約８年間にわたり大足子ども会のソフトボールの監督、

コーチに携わりました。平成24年に大足副区長、25年に

大足区長、その年の12月から民生委員を拝任しまして現

在に至ります。

ひろば誕生の経緯は。——————————
平成30年10月、大足区住民懇談会にて「子どもや大人が

交流できる場があるといい」との意見を聞き、地域で大

足の子どもたちに異年齢交流の場を提供したいとの想い

で有志を募りました。

子どもひろばは令和２年度から終業式の日に年３回実施

する予定でしたが、コロナ禍のため延期しました。そし

て令和３年12月にやっと開催することができました。

どのような活動をしていますか。—————
大足子どもひろば応援チーム（大足区の有志）が区の小

学生を対象とした交流の場を提供しています。みんなで

一緒に昼食を食べたり、遊びを通して仲間づくりや地域

の方との繋がりやコミュニケーションなどを育む場とし

て企画しています。

これまでの活動を振り返って。——————
活動を知った地域の方からの参加依頼や、地域の事業所

からの協力など、地域の方と繋がれたことが嬉しかった

です。また、中学生になった子がスタッフとして参加し

てくれたことなど、大勢の方に感謝しています。

前回の試みでは、リーダー役を上級生に任せたらその役

割を立派に果たしてくれ、とても盛り上がりました。素

敵な活動になってきていることがとても嬉しいです。

—— 横山 範一さん
Yokoyama Norikazu 

半田市生まれ。74歳

武豊小学校、武豊中学校、半田商業高校、

中部電力株式会社を経て現在に至る。

Vol.11

武豊とわたし
～まちのこえを聞いてみよう～

みんな集まれ！
わいわい子どもひろば㏌大足
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Q
本
町
で
、
専
門
的
な
知
識
を

持
つ
職
員
確
保
の
計
画
は
。

Ａ
各
所
管
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

参
考
に
、
本
町
を
取
り
巻
く
環

境
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、
採

用
計
画
を
立
て
て
い
る
。

Q
本
町
の
、
人
材
育
成
の
目
標

は
。

Ａ
「
武
豊
町
人
材
育
成
基
本
方

針
」
を
策
定
し
て
お
り
、
求
め

ら
れ
る
職
員
像
を
「
住
民
か
ら

信
頼
さ
れ
豊
か
な
人
間
性
・
柔

軟
な
思
考
力
・
責
任
感
を
持
っ

た
、
経
営
感
覚
の
あ
る
職
員
」

と
設
定
し
、
人
材
育
成
の
目
標

と
し
て
い
る
。

Q
理
系
人
材
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
本
町
で
は
。

Ａ
情
報
分
野
、
ま
た
土
木
、
建

築
の
分
野
な
ど
に
お
い
て
専
門

性
の
高
い
人
材
の
確
保
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

Q
国
は
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
確
保
を
進
め
て
い

る
が
、
本
町
で
は
。

Ａ
「
情
報
」
の
職
員
採
用
試
験

で
採
用
し
た
職
員
お
よ
び
民
間

で
の
実
務
経
験
の
あ
る
職
員
を

配
置
、
令
和
４
年
度
１
名
増
員

し
た
。

Q
今
後
の
課
題
は
。

Ａ
技
術
系
の
職
種
の
応
募
者
数

が
課
題
と
捉
え
、
キ
ャ
リ
ア
枠

の
採
用
も
実
施
し
て
い
る
。

Q 専門知識を持つ職員の確保は

A  キャリア枠の採用試験を実施

何でもコンサルタント

会社に依頼するのでは

なく、自分たちの頭で

考え実行するべきだ。

▲町職員が呼びかけるポスター

今
、
こ
れ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
の
質
問
と
、
個
人
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

１２月５日・６日

14人の議員が質問

テレビで議会を観てみませんか？

CCNC(ケーブルテレビにて）

3/11(土) ・ 18(土)　午前9時から

放送予定！

議会を傍聴できます！

どなたでも傍聴可能です。

2階の議場の入り口にて

受付をしております。

お気軽にお越しください。

きずな
鈴木　一也

会
派
代
表

傍聴のご案内

手話通訳者 ・要約筆記者の申請方法も掲載しております。

次回の議会は…

3/2(木)　午前9時から開会予定！

３月定例会への請願 ・陳情の提出

期限は2/21(火)まで！
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政和クラブ
石川　義治

Q
令
和
３
年
度
の
勤
務
状
況
は
。

Ａ
時
間
外
勤
務
が
月
45
時
間
を

超
え
た
教
職
員
の
割
合
は
、
小

学
校
35
％
、
中
学
校
24
％
。

Q
教
職
員
の
健
康
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
は
。

Ａ
年
２
回
、
町
全
体
で
教
職
員

衛
生
委
員
会
を
開
催
、
産
業
医

の
助
言
指
導
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
産
業
医
の

面
接
指
導
の
受
診
体
制
を
整
え

て
い
る
。

Q
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

Ａ
学
校
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
人
的
支
援
な
ど
行
っ
て

き
た
が
、
特
効
薬
は
な
く
、
一

つ
一
つ
の
積
み
重
ね
が
大
切
。

令
和
４
年
４
月
策
定
の
「
武
豊

町
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
で
き
る
こ
と

か
ら
一
歩
ず
つ
、
着
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

Q
今
後
の
学
校
の
働
き
方
改
革

と
し
て
有
効
な
取
り
組
み
は
。

Ａ
人
員
配
置
の
充
実
と
業
務
の

効
率
化
が
有
効
と
考
え
る
。
今

後
も
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
的
な
人
員

配
置
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
の
効

率
化
を
進
め
る
。
ま
た
、
休
日

の
部
活
動
を
学
校
か
ら
地
域
に

移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
き

方
改
革
を
進
め
、
多
忙
化
解
消

を
図
っ
て
い
く
。

Q
町
内
の
保
育
園
で
受
入
れ
が

で
き
な
い
子
ど
も
へ
の
対
応
は
。

Ａ
あ
お
ぞ
ら
園
、
民
間
の
児
童

発
達
支
援
事
業
所
な
ど
の
療
育

施
設
を
案
内
し
て
い
る
。

　

町
内
で
の
対
応
が
困
難
な
子

ど
も
は
、
個
別
の
障
が
い
に
対

応
で
き
る
町
外
の
事
業
所
を
利

用
し
て
頂
い
て
い
る
。

Q
親
の
就
労
に
つ
い
て
、
半
田

市
の
療
育
施
設
で
は
、
延
長
保

育
を
利
用
し
て
仕
事
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
町
に
も
生
活

の
た
め
に
子
ど
も
を
預
け
、
就

労
し
た
い
人
も
い
る
。
男
女
共

同
参
画
の
視
点
か
ら
、
保
護
者

が
望
む
生
活
の
実
現
も
踏
ま
え
、

今
後
の
保
育
園
の
障
が
い
児
保

育
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

Ａ
従
来
の
障
が
い
児
保
育
で
は
、

子
ど
も
の
成
長
の
支
援
に
重
点

が
置
か
れ
、
保
護
者
の
負
担
は
、

後
回
し
に
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
る
令
和
７
年
度
に
向

け
、
受
け
入
れ
児
童
を
拡
大
す

る
方
向
で
、
施
設
の
整
備
や
専

門
職
の
配
置
な
ど
、
段
階
的
に

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

お
子
さ
ん
と
保
護
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
最
善

の
方
法
を
相
談
さ
せ
て
頂
く
な

ど
、
療
育
支
援
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

他
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

制
度
、
小
中
学
校
Ｓ
Ｎ
Ｓ
学
校

連
絡
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て

質
問
。

Q 多忙化解消の取り組みは

A  一つ一つの積み重ねが大切

Q 障がい児保育の方向性は

A  最善の方法を相談させて頂く

「チーム学校」で教師

の業務を役割分担、教

師は子どもの指導に専

念できる体制を。

武豊町に生まれた子を

武豊町で育てたい！母

親だって望む生き方を

選びたい！ みらい
櫻井　雅美

▲安心して子育てできる武豊に

▲授業風景

会
派
代
表
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Q 地元対策協力金はごみ対策に

A  屋内温水プール事業に使用

Q ステッカーを配布する考えは

A  親しみのあるステッカー検討

事業収入は関連事業経

費で使用するのが、世

間の常識ではないでし

ょうか。

ドライブレコーダーに

よる見守りが、地域の

交通安全や子どもたち

の安全確保の助けに！

Q
事
故
・
事
件
解
決
へ
の
有
効

手
段
と
な
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

実
施
す
る
お
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。

Ａ
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
搭

載
し
た
車
が
１
台
で
も
多
く
町

な
か
を
走
行
す
る
こ
と
が
、
事

件
・
事
故
の
抑
止
や
早
期
解
決

に
役
立
つ
も
の
と
考
え
、
半
田

警
察
署
と
連
携
し
、
交
通
・
防

犯
の
啓
発
と
合
わ
せ
、
情
報
提

供
を
求
め
る
メ
ー
ル
を
配
信
す

る
。
方
法
と
し
て
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
緊
急
情
報
や
生
活
情

報
を
届
け
る
「
町
一
斉
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
、
こ
の

既
存
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

半
田
警
察
署
か
ら
の
情
報
を
一

斉
配
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
か
ら
情
報
を
提
供

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
交
通
・
防
犯
に

対
す
る
意
識
啓
発
に
も
繋
が
る

も
の
と
考
え
、
本
町
と
し
て
は
、

こ
の
様
な
仕
組
み
で
の
実
施
を

検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
の

取
り
組
み
の
詳
細
は
、
広
報
た

け
と
よ
、
町
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
通
じ
て
、
広
く
呼
び
か
け

を
し
て
い
く
。

Q
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録

画
中
で
あ
る
こ
と
を
示
す
ス
テ

ッ
カ
ー
を
配
布
す
る
お
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

Ａ
町
民
の
皆
さ
ん
に
掲
示
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
親
し
み
の

あ
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
を
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

　

広
域
環
境
組
合
か
ら
武
豊
町

に
支
給
さ
れ
る
地
元
対
策
協
力

金
８
５
０
０
万
円
の
使
途
に
つ

い
て
、
住
民
生
活
に
直
結
し
て

い
る
「
燃
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ご
み
袋
」
の
無
料
化
を
求

め
る
。

Q
地
元
対
策
協
力
金
８
５
０
０

万
円
の
地
元
対
策
の
目
的
は
何

か
。
ご
み
袋
無
料
化
に
使
用
す

べ
き
で
は
な
い
か

Ａ
知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ

ー
の
建
設
に
伴
い
、
セ
ン
タ
ー

の
構
成
市
町
の
２
市
２
町
よ
り
、

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
建
設
お
よ

び
維
持
管
理
費
な
ど
地
元
対
策

費
と
し
て
年
間
８
５
０
０
万
円

が
負
担
さ
れ
る
。

Q
ご
み
減
量
化
検
討
会
議
で
検

討
し
た
結
果
、
現
料
金
体
系
の

設
定
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
の
か
。

検
討
内
容
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

Ａ
検
討
会
議
で
検
討
す
る
た
め

に
、
環
境
省
が
作
成
し
た
「
一

般
廃
棄
物
処
理
有
料
化
の
手
引

き
書
」
を
参
考
に
し
た
。

　
「
検
討
会
議
」
で
は
、
現
在
町

が
採
用
し
て
い
る
「
ご
み
を
出

す
量
」
に
応
じ
て
、
処
理
に
か

か
る
費
用
を
負
担
し
て
頂
く

「
排
出
量　

単
純
比
例
型
」
と

東
海
市
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い

る
出
さ
れ
る
ご
み
の
一
定
量
ま

で
は
無
料
と
し
、
超
え
て
出
さ

れ
る
ご
み
に
は
、
排
出
量
に
応

じ
て
費
用
を
負
担
す
る
「
一
定

量　

無
料
型
」
を
比
較
検
討
し

た
。

公明党議員団
鳥居　美和

日本共産党議員団
梶　田　　進

▲公用車に録画中ステッカー

会
派
代
表

▲８５００万円使用するプール
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Q
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
清
掃
活
動

に
対
す
る
支
援
体
制
は
、
現
在

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
率
先
し
て
道
路
・
公
園
な
ど

の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
頂
け
て
い
る

方
た
ち
の
、
ゴ
ミ
出
し
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
シ
ー
ル
を
作
成
し
、
希
望

さ
れ
る
方
、
団
体
な
ど
へ
配
布

を
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ー
ル
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
拾
っ
て
頂
い

た
ゴ
ミ
を
透
明
ま
た
は
半
透
明

の
袋
に
入
れ
て
頂
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
で
、

町
の
指
定
ゴ
ミ
袋
で
な
く
て
も
、

最
寄
り
の
ゴ
ミ
集
積
所
に
出
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
清
掃
活
動
を
安
全
か

つ
効
果
的
に
行
っ
て
頂
く
た
め

の
支
援
と
し
て
「
私
は
ゴ
ミ
を

捨
て
な
い
」
と
帽
子
正
面
に
記

載
し
た
蛍
光
色
の
帽
子
を
作
成

し
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
頂
け
る

方
や
団
体
な
ど
で
希
望
さ
れ
る

方
々
へ
無
料
で
配
布
を
し
て
い

ま
す
。

Q
過
料
や
罰
金
の
あ
る
条
例
を

制
定
さ
れ
な
い
理
由
は
何
か
。

Ａ
罰
金
な
ど
の
規
定
に
つ
い
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
「
規
定
の
適

用
に
は
、
ポ
イ
捨
て
の
現
場
を

目
撃
す
る
必
要
が
あ
り
、
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
体
制
が
追
い
付

い
て
い
な
い
。
」
と
の
こ
と
で

す
。
本
町
で
は
、
実
際
の
適
用

面
に
お
い
て
難
し
い
と
考
え
て

お
り
、
現
時
点
、
罰
金
な
ど
の

規
定
を
設
け
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Q
令
和
５
年
度
以
降
し
ば
ら
く
、

固
定
資
産
税
の
増
加
に
よ
り
、

大
き
く
増
収
が
見
込
ま
れ
る
が
、

国
・
県
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
活
用

し
な
が
ら
、
増
収
分
を
最
大
限

に
活
か
す
た
め
に
、
事
業
・
施

策
展
開
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
。

Ａ
令
和
５
年
度
の
税
収
は
、
臨

海
部
企
業
の
固
定
資
産
税
に
よ

り
大
き
く
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

今
後
も
歳
入
額
の
多
寡
に
か
か

わ
ら
ず
、
国
・
県
の
補
助
メ
ニ

ュ
ー
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
歳
入

の
可
能
性
を
検
討
し
、
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。
必
要
最
小
限

の
経
費
で
最
大
限
の
効
果
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
り
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

Q
籾
山
町
長
は
、
令
和
５
年
度

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
勢
」
と
し

た
。
こ
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
て

い
る
想
い
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
「
勢
」
と
い
う
文
字
は
、
木

を
育
て
る
こ
と
を
表
す
「
埶
（
う

え
る
）
」
と
「
力
」
を
く
み
あ
わ

せ
、
草
木
を
勢
い
よ
く
成
長
さ

せ
る
こ
と
を
表
す
文
字
で
あ
る
。

　

「
勢
」
に
込
め
た
想
い
は
、

進
め
て
き
た
中
央
公
園
・
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
広
場
・

ゆ
め
く
り
ん
・
屋
内
温
水
プ
ー

ル
が
、
安
定
し
て
勢
よ
く
大
勢

の
方
々
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
、

町
民
の
皆
様
の
絆
が
勢
い
良
く

深
ま
り
、
生
活
や
活
動
が
正
気

に
満
ち
、
安
定
・
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
想
い

で
あ
る
。

Q 町内の環境保全その後は

A  シールと帽子を作成した

Q キーワード「勢」の想いは

A  勢よく成長させることを表す

みんなでボランティア

帽子をかぶりゴミ拾い

ができたら、ポイ捨て

の最大の抑止力になる。

勢をキーワードにでき

る自治体は数少ない。

５年度からの増収分は

大切に使って欲しい。

政和クラブ
南　　賢　治

みらい
福本　貴久

▲ボランティアシールと帽子

個
人
質
問
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Q
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
た

め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か
。

Ａ
「
土
木
事
業
に
関
す
る
要
望

会
」
で
愛
知
県
に
対
し
、
臨
港

道
路
武
豊
線
・
武
豊
美
浜
線
の

４
車
線
化
整
備
お
よ
び
富
貴
西

側
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
で

整
備
さ
れ
た
寺
西
信
号
交
差
点

以
南
の
知
多
東
部
線
の
南
進
整

備
な
ど
８
カ
所
の
道
路
事
業
の

早
期
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

Q
実
現
が
厳
し
そ
う
な
都
市
計

画
道
路
に
つ
い
て
計
画
の
見
直

し
は
。

Ａ
都
市
計
画
道
路
が
果
た
す
べ

き
役
割
・
機
能
お
よ
び
効
果
が
、

早
期
に
発
現
す
る
よ
う
に
別
の

ル
ー
ト
も
含
め
、
計
画
の
見
直

し
を
県
な
ど
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
今
後
の
主
な
事
業
の
見
通
し

は
。

Ａ
武
豊
港
線
に
つ
い
て
は
、
名

鉄
知
多
武
豊
駅
踏
切
か
ら
安
全

タ
ク
シ
ー
ま
で
の
無
電
柱
化
と

踏
切
工
事
の
協
議
を
し
て
お
り
、

早
急
に
着
手
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

　

次
に
、
臨
港
道
路
に
つ
い
て

は
、
今
後
10
年
間
で
４
車
線
化

の
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
知
多
東
部
線
の
南
進

整
備
に
つ
い
て
は
、
名
鉄
知
多

新
線
と
交
差
す
る
方
法
な
ど
の

調
査
を
進
め
て
い
く
。

Q
「
武
豊
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー（
仮
称
）」
の
概
要
は
。

Ａ
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
、
５

点
に
わ
た
り
答
弁
す
る
。

　

１
点
目
は
、
敷
地
東
側
に
町

内
４
か
所
目
と
な
る
「
資
源
回

収
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
。
新
た
に

設
置
す
る
こ
と
で
、
現
行
の
エ

コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
抱
え
る

土
・
日
・
祝
日
の
混
雑
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
不
足
な
ど
諸
課
題

の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

　

２
点
目
は
、
既
存
の
管
理
棟

を
改
修
し
、
家
具
・
日
用
雑
貨

な
ど
の
不
用
品
を
回
収
、
譲
渡

す
る
「
リ
ユ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
再
利
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
合
わ
せ
て
、「
環

境
学
習
が
可
能
な
施
設
」
と
し

て
活
用
す
る
方
向
で
進
め
て
い

る
。

　

３
点
目
は
、
現
在
、
敷
地
北

側
に
あ
る
「
作
業
ス
ペ
ー
ス
」

を
活
用
し
、
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
た
マ
ッ
ト
レ
ス
・
ソ
フ
ァ
ー
・

木
製
家
具
な
ど
を
解
体
し
、
資

源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
部
材

な
ど
を
分
別
す
る
場
所
と
し
て

考
え
て
い
る
。

　

４
点
目
は
、
新
た
に
設
置
す

る
「
資
源
回
収
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
屋
根
に
、
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
必
要
な
電

気
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
災

害
な
ど
の
非
常
時
で
も
活
用
で

き
る
施
設
整
備
を
予
定
し
て
い

る
。

　

５
点
目
は
、
地
元
、
北
山
区

か
ら
の
ご
意
見
・
ご
提
言
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
に
開
か
れ
た

施
設
と
な
る
よ
う
調
整
を
進
め

て
い
る
。

Q 県の道路事業の見通しは

A  早期の事業着手を要望

Q リサイクルセンターの供用は

A  令和７年４月を予定している

みらい
森田　義弘

「クリーンセンター常

武」の跡地を活用し、

「武豊町リサイクルセ

ンター」を整備する。

住民生活に必要不可欠

である国県道の今後の

事業実施に向けた取り

組みは重要。

▲廃業の「クリーンセンター常武」

▲南進が求められる知多東部線

個
人
質
問

きずな
青木　宏和
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賛
否
両
論
が
あ
る
中
、
重
要

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
現

在
必
死
に
普
及
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
行
政
の
効
率
化
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
、
公
平

公
正
な
社
会
の
実
現
の
た
め
と

し
て
い
る
。

Q
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
ち
歩
く

こ
と
へ
の
不
安
に
つ
い
て
は
。

Ａ
①
カ
ー
ド
に
は
顔
写
真
が
添

付
。
他
人
の
使
用
は
で
き

な
い
。

②
各
種
手
続
き
を
す
る
場
合

登
録
し
た
暗
証
番
号
が
必

要
。

③
万
が
一
、
紛
失
し
た
と
き

は
24
時
間
、
３
６
５
日
対

応
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
で

一
時
停
止
が
可
能
。

Q
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

Ａ
①
本
人
確
認
の
た
め
の
顔
写

真
付
き
身
分
証
明
書
に
な

る
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
使

用
可
能
な
ど
。

③
令
和
５
年
２
月
24
日
か
ら
、

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
が
可
能
。

Q
マ
イ
ナ
保
険
証
に
変
え
る
こ

と
の
住
民
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
健
診
結
果
や
診
療
実
績
、
処

方
薬
の
情
報
が
確
認
で
き
る
。

(

本
人
同
意
に
よ
り
、
医
師
な

ど
に
情
報
共
有
可)

、
限
度
額

摘
用
認
定
証
な
ど
の
申
請
が
不

要
に
な
る
な
ど
。

Q マイナカードのメリットは

A  各証明書がコンビニ交付 OK

マイナポイント第２弾

で、20,000ポイント付

与。不安を抱えながら

もポイントは欲しい。 無会派
本　村　　強

Q
20
代
30
代
の
末
期
が
ん
患
者

が
在
宅
で
訪
問
介
護
や
訪
問
入

浴
を
受
け
た
く
て
も
、
介
護
保

険
が
使
え
な
い
た
め
、
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。
名
古
屋

市
や
清
須
市
で
は
、
利
用
料
の

一
部
を
助
成
す
る
「
在
宅
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
も
行

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
「
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支

援
事
業
」
は
、
末
期
が
ん
の
方

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
面

で
効
果
的
だ
が
、
独
自
で
取
り

組
む
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

　

愛
知
県
が
実
施
の
際
は
、
本

町
も
前
向
き
に
対
応
し
た
い
。

Q
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
。（
現
在
は
２
価

４
価
）
令
和
５
年
４
月
か
ら
よ

り
多
く
の
型
を
予
防
で
き
る
９

価
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
接
種
可
能
と

な
る
全
て
の
対
象
者
に
個
別
で

通
知
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
現
在
、
中
学
１
年
生
に
は
学

校
を
通
じ
て
チ
ラ
シ
の
配
布
を
、

16
歳
に
は
個
別
通
知
を
発
送
し

て
い
る
。
チ
ラ
シ
や
通
知
文
に

追
加
し
て
周
知
し
た
い
。

　

他
の
個
別
周
知
は
慎
重
に
検

討
す
る
が
、
ま
ず
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
な
ど
で
幅
広
い

周
知
を
図
り
た
い
。

Q AYA 世代のがん患者支援は

A  愛知県の事業に協調していく 公明党議員団
甲斐百合子

ＡＹＡ世代と呼ぶ15歳

～39歳のがん患者には

ライフステージに応じ

た支援が必要です。

▲AYA世代の様々なライフワーク

▲簡単親切なサポートコーナー

個
人
質
問
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Q
町
内
の
法
人
事
業
所
が
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
の

に
あ
た
っ
て
、
町
独
自
の
補
助

金
は
出
て
い
る
か
。

Ａ
「
住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策

設
置
費
補
助
金
制
度
」
を
実
施

し
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
、

個
人
を
対
象
と
し
て
お
り
、
法

人
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

Q
本
町
の
公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
２
０
２
２
年
度
時
点
の
導
入

状
況
は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｒ

武
豊
駅
東
駐
輪
場
、
富
貴
小
学

校
、
中
山
保
育
園
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル

の
６
施
設
の
屋
根
に
設
置
し
て

い
る
。
２
０
３
０
年
度
ま
で
の

設
置
目
標
は
公
共
施
設
12
か
所

に
設
置
予
定
で
あ
る
の
で
、
進

捗
率
は
50
％
で
あ
る
。

Q
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

に
目
標
と
定
め
ら
れ
た
各
部
門

44
％
削
減
に
関
し
て
、
進
捗
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

Ａ
２
０
１
８
年
度
の
削
減
率

（
２
０
１
３
年
度
比
）
は
、
製

造
業
・
農
林
水
産
業
な
ど
「
産

業
部
門
」
17
・
９
％
。
事
務
所
・

店
舗
な
ど
「
業
務
そ
の
他
の
部

門
」
20
・
９
％
、「
家
庭
部
門
」

16
・
９
％
、
自
動
車
・
鉄
道
な

ど
の
「
運
輸
部
門
」
３
・
８
％
、

廃
棄
物
処
分
な
ど
の
「
廃
棄
部

門
」
14
・
３
％
、
全
体
で
16
・

４
％
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
認
定
を
は
じ
め
高
齢
者

へ
様
々
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

　

生
活
す
る
上
で
、
支
援
し
て

ほ
し
い
身
近
な
要
望
に
つ
い
て
、

聞
い
た
。

Q
高
齢
者
は
情
報
難
民
と
な
り

が
ち
だ
が
対
応
は
。

Ａ
情
報
の
取
得
に
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る

機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

高
齢
者
に
向
け
た
情
報
は
、
紙

媒
体
に
よ
る
発
信
が
有
効
と
考

え
る
。

　

他
に
高
齢
者
の
集
ま
る
場
で

も
役
場
職
員
が
情
報
提
供
し
て

い
る
。

Q
高
齢
者
の
見
守
り
の
現
状
は
。

Ａ
高
齢
者
台
帳
登
録
に
よ
る
見

守
り
、
高
齢
者
世
帯
見
守
り
収

集
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
認

知
症
迷
い
人
Ｓ
Ｏ
Ｓ
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
地
域
を
業
務
で

巡
回
す
る
事
業
者
に
よ
る
地
域

見
守
り
推
進
事
業
を
実
施
。

Q
11
月
よ
り
「
こ
こ
ち
ゃ
ん
買

い
物
サ
ポ
ー
ト
」
を
始
め
た
が

概
要
は
。

Ａ
北
山
区
と
原
田
区
で
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
指
定
日
時
に
町
内
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
登
録

者
を
送
迎
す
る
。「
好
き
な
物

が
買
え
た
」
「
送
迎
中
、
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
で
き
た
」
と
喜

ば
れ
た
。

　

通
院
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q 地球温暖化対策の現況は

A  補助制度など順次進めている

Q 身近な高齢者福祉支援は

A  買い物など支え合い事業等

日本共産党議員団
野田　佳延

みらい
久　野　　勇

住み慣れた家で、健康

に安心して暮らせるか

不安。

地球温暖化の進行で異

常気象が常態化してい

る。温暖化対策は待っ

たなしといえる。

▲「ここちゃん買い物サポート」送迎の様子

▲最初に設置された太陽光パネル

個
人
質
問
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Q
産
業
系
土
地
利
用
検
討
ゾ
ー

ン
４
か
所
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は

Ａ
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）
お
よ
び
武
豊
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
２
か
所
と
富
貴
地

区
の
知
多
東
部
線
沿
線
は
広
域

交
通
の
利
便
性
や
事
業
実
施
に

よ
る
採
算
性
の
確
保
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
企
業
ニ
ー

ズ
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
課
題

と
し
て
３
か
所
が
市
街
化
調
整

区
域
に
位
置
し
農
業
振
興
地
域

内
農
用
地
の
た
め
「
農
業
振
興
」

と
「
工
業
な
ど
の
産
業
振
興
」

と
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る
地
域

で
あ
る
。

Q
検
討
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
の
か

Ａ
企
業
庁
と
の
連
携
を
想
定
し

た
整
備
手
法
の
調
整
を
行
う
た

め
、
企
画
政
策
課
に
て
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
得
た

企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
事
業
候

補
地
の
選
定
を
行
う
。

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
の
主
な
結
果
は

Ａ
事
業
拡
大
お
よ
び
移
転
な
ど

の
計
画
が
あ
る
と
回
答
し
た
54

社
の
う
ち
24
社
か
ら
「
本
町
が

候
補
地
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
24
社

の
内
訳
は
、
武
豊
12
社
、
半
田

７
社
、
常
滑
２
社
、
そ
の
他
３

社
で
あ
る
。
候
補
地
と
な
り
得

る
場
所
の
回
答
と
し
て
、
武
豊

北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
仮
称
）

周
辺
17
社
、
武
豊
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
５
社
、
富
貴
南
部

７
社
、
そ
の
他
３
社
。

Q 産業系土地利用検討の推進は

A  企業庁と連携し進める きずな
青木　信哉

▲都市計画マスタープラン

　令和３年度から、企業版ふるさと寄付金

（地方創生応援税制）制度を導入したが、

寄付金はなかった。次年度に向けての、制

度の課題は何か。

（令和４年３月議会）

　企業としての地域貢献意識の高まり

は感じている。課題として

①募集期間の確保

②対象事業の選定方法

③企業としての制度のメリット

Q

A

今後このような企業が増えることを期待します。

㈱旭モータース様　50万円

企業版ふるさと寄付令和４年９月８日

個
人
質
問

アンケートにより企業

のニーズがあることは

確認できた。スピード

感を持ってすすめて！

企業版ふるさと寄付ってなに？
自治体が取り組む地方創生事業に賛同いただい

た企業からの寄付金を募るものです。

企業としては法人関係税などの支出が抑えられ

ます。

初初

あいおいニッセイ同和損害保険㈱様　10万円
※他に、包括連携協定を締結

そ  

の  

後
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実家でパラパラと
見たことがある。
新しく綺麗になった。
40代　女性

写真があった方
が読みやすい。

文字が多いと最初から「もういい
かな」と思って読まない。
要点をまとめて写真が多い方
が良い。 16歳　男性

表紙のお年寄りの元気な写真
がとてもいいと思う。
字がもっと大きく濃いと良い。
中も写真が多い方が良いと思う。

60代　女性

あまり読んだことはない。
新旧比較して見やすくなった。
次回は読みたいと思う。

　　　　　　　橋本さん
　　　　　　　58歳　男性

もっとインパクトの
あるキャッチーをいれて、
言いたい事が伝わる内容にして
欲しい。
　　三浦さん
　　　60代　男性

前は単調な文体。
新しい方が目を引く。
文が詰まっていると
若者は見ない。

20歳　男性

以前から読んだ
ことはある。
前より見やすくなった。

女性

議会だよりのリニューアル

　　　　　ご意見をうかがいまし
た！

多くの方が議会に関心を持っていただけるように181号より紙面を大幅にリニューアルしました。

写真を多く、文字を少なくしました。これについて皆様はどのように感じているのでしょうか？

インタビューのご協力ありがとうございました！

▶ご意見を募集しています
皆様の議会だよりへのご意見を是非お聴かせください！

応募に当たっては必ず住所、氏名、連絡先（電話・メール

アドレス）をご記入ください。

議会ホームページからも応募できます。

議会たけとよ
こちらからPDF版を閲覧いただけます

No.181
2022年11月1日発行
令和4年9月定例会

6月 9月
3月

12月

未来のために考えよう、みんなも一緒に議会たけとよ
9月

特集02

決算認定
まちのお金は　　　　　　　　　どう使われた？

決算認定
まちのお金は　　　　　　　　　どう使われた？

インタビュー
武豊とわたし

石川 貴大さん石川貴大

地元農業に新風を

07

パワフルな88歳　竹内富江さん

（
Ｐ
15
、
Ｐ
16
に
関
連
記
事
あ
り
）

（
Ｐ
15
、
Ｐ
16
に
関
連
記
事
あ
り
）

憩
い
の
サ
ロ
ン

　
　
　

い
き
い
き
長
寿

憩
い
の
サ
ロ
ン

　
　
　

い
き
い
き
長
寿

こちらからPDF
版を

閲覧いただけま
す

No.180

6月議会のあらま
し

期　間　6/1（水
）～6/17（金）

報告案件………
………1件　　諮

問案件…………
…1件

補正予算関係議
案……2件　　条

例関係議案……
…1件

その他議案……
………2件　　一

般質問 …………
13人　　

臨時会　5/18（
水）

2022年8月1日
発行

令和4年6月定例
会

目次

9月6月3月
12月

02. 町民の生活
の向上へ！ 

03. 臨時会・討
論・主な採決結

果 

04. 一般質問目
次 

　　・若い世代
に選択されるま

ちに

　　・給食費の値
上げはあるのか  

ほか

11. Q&A臨港道
路の4車線化整備実

施へ

12. 夢は武豊町
で初の女性消防

士！

　　　竹内友紀
美さん

　　プール視察

　

、（P.8、P.12に関
連記事あり）

ありがとうありがとう
消防団消防団

！！

３年ぶりに開催
　第42回武豊町

消防団操法大会

ガンバルガンバル

〒470-2392　武豊町字長尾山２番地
☎ 0569−72−1111（内線208）
Mail  gikai@town.taketoyo.lg.jp 
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こんな活動もしています！

地域の未来を創るバイオマス
知多南部議員交流会　11/11

半田・常滑・美浜・南知多の議員と「ビオぐる

ファクトリーＨＡＮＤＡ」へ。

日常生活の中で排出する資源を利用し、メタン

発酵により発生したメタンガスを「電気、熱、

ＣＯ２などのエネルギー」と農作物の「肥料」

に変換するバイオマス発電施設を見学。

災害時の蓄電池としても活躍が期待できます。

安全第一！初期対応を迅速に
中山名古屋共同発電（株）見学　12/13

８月９日に名古屋第二発電所の煙突から飛散し

た異物の原因について画像などで詳しく説明を

受けました。また対策については定期整備時の

点検項目とその内容が示されました。

夢が広がるインターチェンジ
武豊北インターチェンジ（仮称）視察　9/13

視察時点では工事の進捗率は54％でした。

全国的な物資の不足により、工期が延長すると

愛知県道路公社より説明を受けました。

このインターから何処に行こうかと想像するだ

けで、胸が高鳴り‘‘わくわく’’してきます。

視察を受け入れています
愛知県 田原市議会　10/6

屋内温水プール建設における議会の関わりや４

月から始まった学校水泳授業の運営方法など、

多くの質問を頂きました。

北海道 共和町議会　10/18

「ゆめころん」運行に至るまでの取り組み、利

用者の推移、改編した接続タクシー制度などを

調査されました。

発
行

／
愛

知
県

武
豊

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
470-2392 愛

知
県

知
多

郡
武

豊
町

字
長

尾
山

2番
地

電
話

／（
0569）72-1111　

FAX／（
0569）72-1671

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
http://w

w
w

.tow
n.taketoyo.lg.jp/

印
刷

／
誠

進
社

2023年
2月

1日
発

行
愛

知
県

武
豊

町
議

会
令

和
4年

12月
定

例
会

見
や

す
く

て
よ

み
ま

ち
が

い
に

く
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

次
回　

１
８
３
号
（
３
月
議
会
）
は
５
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

右側がトラブルのあった煙突


